
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年については、死亡災害の発生件数は前年を

下回り、２年連続で過去最少となりました。しかし、

労働災害による死亡者数は９２８人で、依然として多

くの尊い命が失われている状況に変わりありません。

また、休業４日以上の死傷災害の発生件数は前年を上

回っています。 

【平成２８年の労働災害発生状況の概要】 

● 死亡災害発生状況 ※１ 

労働災害による死亡者数は９２８人で、平成２７年の

９７２人に比べ４４人(４.５％)の減少となり、２年連

続で過去最少となった。死亡者数が多い業種は、建設

業が２９４人（前年比３３人・１０.１％減）、製造業

が１７７人（同１７人・１０.６％増）、陸上貨物運送

事業が９９人（同２６人・２０.８％減）となった。  

● 死傷災害発生状況 ※２ 

労働災害による死傷者数（死亡・休業４日以上）は１

１１７,９１０人で、平成２８年の１１６,３１１人に

比べ１,５９９人（１.４％）の増加となった。 

死傷者数が多い業種は、製造業が２６,４５４人（前年

比６３人・０.２％増）、建設業が１５,０５８人（同５

２６ 人・３.４％減）、陸上貨物運送事業が１３,９７

７人（同９２人・０.７％増）、 小売業１３,４４４人

（同４１４人・３.２％増）となった。 

● 事故の型別による死亡災害・死傷災害発生状況  

（１）死亡災害  

高所からの「墜落・転落」が２３２人（前年比１６人・

６.５％減）、「交通事故（道路）」が２１８人（同２９

人・１５.３％増）、機械などによる「はさまれ・巻き

込まれ」が１３２人（同４人・３.１％増）となった。  

（２）死傷災害 

つまずきなどによる「転倒」が２７,１５２人（前年比

１,２０３人・４.６％増）、高所からの「墜落・転落」

が２０,０９４人（同１８８人・０.９％増）、腰痛など 

 

 

 

 

 

 

 

の「動作の反動・無理な動作」が１５,０８１人（同６ 

６１人・４.６％増）となった。 

※１ 死亡災害報告をもとに、死亡者数を集計  

※２ 事業者から提出される労働者死傷病報告書を

もとに、休業４日以上の死傷者数を集計  

なお、これらの件数に通勤中に発生した災害の件数は

含んでいません。 

 

 

健康保険及び厚生年金保険の被保険者の実際の報酬

と標準報酬月額との間に大きな差が生じないように、

７月１日現在で使用している全ての被保険者に４～

６月に支払った賃金をもとに、事業主の方から「算定

基礎届」によって届出いただきます。算定基礎届の提

出の対象となるのは、７月１日現在の全ての被保険者

です。ただし、以下の（１）～（３）のいずれかに該

当する方は算定基礎届の提出が不要です。 

（１）６月１日以降に資格取得した方 

（２）６月３０日以前に退職した方 

（３）７月改定の月額変更届を提出する方 

平成２９年の算定基礎届に必要な書類は下記の通り 

となりますので、ご用意をお願い致します。 

・賃金台帳（給与） 

平成２９年４月～平成２９年６月まで 

（社会保険加入者のみ） 

※ 算定基礎届の提出に際し、社会保険の調査を兼ね

る事業所がありますのでご注意ください。 
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業務内容 
労働・社会保険の書類作成及び提出代行 

給与計算サービス（月次・賞与・年末調整） 

労使間トラブルの相談 

就業規則等の人事制度構築 

個別年金相談（老齢・障害・遺族） 

各種助成金の紹介、書類作成、提出代行 

 

平成２８年の労働災害発生状況を公表 

算定基礎届の提出（７月１０日まで） 


